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論 文 内 容 要 旨
緒 言
宮 城 県 で行 われ てい るイ チ ゴの作 型 は1～5月 に収 穫 す る促 成 栽 培 お
よび3～6月 に収 穫 す る半促 成 栽 培 が多 く,栽 培 され て い る品種 の 面積
比 率 は,1995年 現在 で`女 峰'が60%,`麗 紅'が40%で あ る。 しか しな
が ら,こ の 二 つ の 品種 が 固定 的 に連 作 され てい るた め,近 年 にな っ てイ チ
ゴの産 地 に様 々 な 問題 が 生 じて い る。 一 つ は宮城 県 で も1990年 頃 か ら発
生 が 確認 され て い る難 防 除 病 害 の炭 そ病 の多 発 で あ る。 も う一つ は作型 の
前進 化 お よび栽 培 期 間 の長 期 化 に よっ て生 じて きた株 疲 れ に起 因す る収穫
後 期 の 果 実 品 質 の低 下 で あ る。 更 に,栄 養 繁殖 され るイ チ ゴで は必 然 的 に
お こる ウイ ル ス病 の感 染 被 害 も あ る が,こ の病 害 は1960年 代 後 半 か らの
ウイル ス フ リー苗 の普 及 に よ って 今 日で は ほぼ解 決 され た 問 題 で あ る。
とこ ろで,我 が国 のイ チ ゴ果 実 の 大 部 分 は冬 季 間 で も温 暖 で 日照 に恵 ま
れ る関東 以西 の太 平 洋側 を 中 心 に生 産 され て い て,ハ ウス,電 照,加 温 な
どを組 み 合 わせ て,U月 か ら翌年 の5月 ま で 出 荷 され る超 促 成 栽 培 ～ 半
促 成 栽 培 が多 い。 この作型 に利 用 され て い るイ チ ゴは低 温 ・短 日で花 芽 形
成 す る一 季 成 り性 品種 で あ り,花 芽 形 成 と休 眠 打 破 に必 要 な低 温遭 遇 時 間
が少 な い 品種 で あ る。 この よ うな 品種 を宮城 県 で栽 培 す る と長 期 間 の低 温
遭 遇 に よっ て栄 養 成 長 が過 剰 に な るの で,宮 城 県 のイ チ ゴ栽 培 で は低 温 要
求 量 の 多 い 品種 の育 成 が 望 まれ て い る。休 眠 打破 に必 要 な低 温遭遇 時間 が
多 い 品種 を用 い る と,必 然 的 に果 実 の 収穫 時期 が遅 くな るの で,生 産 され
た果 実 は高温 の た め に傷 みや す い 。 さ らに,高 温 で は一季 成 り性 品種 の花
芽 形 成 が停 止 す るの で,7～9月 に は 国 内生 産 が極 めて少 な い状 態 に な っ
て,米 国 の カ リフォル ニ ア な どか らの輸 入 に頼 っ てい るの が 現 状 で あ る。
本研 究 は 上記 に述 べ たイ チ ゴ果 実 の生 産 にお い て挙 げ られ る二 つ の 問題
を 中心 と して,こ れ か ら求 め られ るイ チ ゴの 周年 需 要 に対応 す る ととも に,
宮城 県 の 中 山間 地 に受 け入 れ られ や す い 品種 と作型 を 開発 す る こ とを主 な
目的 と して,ま ず初 め に,こ れ を進 め る上 で,あ らか じめ対 策 を講 じて お
く必 要 の あ る ウイル ス感 染,鮮 度 保 持 な ど,寒 冷 地 の イ チ ゴ栽 培 にお け る
諸 問題 につ い て検 討 した(第1章)。 次 い で,低 温 要 求 量 の 多 い寒 冷 地 型
品種 の宮城 県 にお け る生 態反 応 を現 在 ま での代 表 品種 で調 べ た(第2章)。
さ らに,高 品質 で休 眠 の深 い 寒 冷 地 に適 した新 品種 の 育成 を はか る と とも
に(第3章),育 成 した新 品 種 に適 した育 苗 法 と作型 を検 討 し(第4章),
そ の結 果 をま とめ た もの であ る。
一62一
第1章.寒 冷 地 にお け るイ チ ゴ栽培 の諸 問題.
ウイル ス フ リー 苗 配 布 事 業 開 始16年 目のイ チ ゴ ウイル ス の 再感 染 程度
は,宮 城 県 内 の比 較 的 新 しい 産 地 で あ る県北 と県南 部 が高 く,栽 培 歴 が長
く宮 城 県 の主産 地 で あ る亘理 町 と山 元 町 で は低 か っ た(第1表)。 検 出 さ
れ た ウイル スは大 部 分 がStrawberryInildyellowedgev㎞sで,Strawbeny
mottlevhusとStrawbenycrh」dev㎞sは 少 なか っ た。 露 地 オ ー プ ンの 状態
で は1～2年 で ウイ ル ス に再感 染 した が,寒 冷 紗(白#300)で 隔 離 栽 培
す る と2年 間 は ほ ぼ ウイル ス フ リー で経 過 した(第1図)の で,産 地 で
親 株 を増殖 す る場 合,隔 離 栽培 を行 うと とも に,増 殖 元 とな る原 苗 は2年
ご とに更新 す る必 要 が あ る と判 断 され た。
収 穫 され たイチ ゴ果 実 が傷 みや す い 高温 期 におい て,25℃ 程 度 に上 昇 し
た 高 温果 実 を冷 蔵 に よっ て鮮 度 保 持 す る場合,鮮 度保 持 開 始 後45時 間 に
お け る正 常果 率 が100%で,カ ビ果発 生 率 が0%,熟 度 が80%程 度 にな
る実 用 的 な組 み合 わせ は,30%着 色 果 を収 穫 して,予 冷(8～10℃)4
時 間+本 冷(0±1.5℃)36時 間+室 温5時 間 の 区の み で あ った(第2表)。
15。C程 度 に あ る低 温 果 実 の場 合,鮮 度保 持 開始 後45時 間 にお け る正 常果
率 が100%で,カ ビ果発 生 率 が0%,熟 度 が80%程 度 にな る実用 的 な組
み合 わせ は,50%着 色果 を収 穫 して,予 冷(8～10。C)4時 間+本 冷(0土1.5
℃)36時 間+室 温5時 間 の 区 のみ で あ った(第3表)。 鮮 度保 持 剤 を利 用
して室 温4時 間+本 冷(0±1.5。C)36時 間+室 温5時 間 で貯 蔵 す る場 合,
貯蔵 後 の正 常果 率 が100%で,カ ビ果 発 生 率 が0%,熟 度 が80%程 度 に
な る実 用的 な組 み合 わせ は,50%着 色 果 を収 穫 して,2,500～10,000ppm
の鮮 度 保 持剤{安 定 化 二 酸 化 塩 素剤(商 品名:ル ッシュキーピ ング)}を 投 与 し
た 区の みで あっ た(第4表)。
第2章.寒 冷 地型 品種 の温 度反 応 特 性.
低 温 要求 量 の多 い寒 冷 地 型 の 代表 品種`盛 岡16号'を 供 試 して,温 度 反
応 特性 を調 べ た。 そ の結 果,休 眠 打破 に5℃ 以 下 の低 温 が1,000時 間必 要
で あ る`盛 岡16号'の 生理 的休 眠 最深 期(11～1月 頃)に お い て,低 温
遭遇 積 算 時 間 を600時 間 に減 ら して 半促 成 栽培 を行 うと,市 場 性 の 高 い3
月 の 早 期収 量 が増 加 した だ けで な く,3～6月 の合 計収 量 も多 くな っ た
(第2図)。 本 実験 で簡 易 低 温積 算 計 を製 作 し,こ の装 置 で5℃ 以 下 の低
温 遭 遇 積 算 時 間 を計 測 して 宮城 県 名 取 市 にお け る過 去19年 間 の 平 均 自然
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低 温 量 と照 ら し合 わ せ た ところ,低 温遭 遇 積 算 時 間 が600時 間 とな る よ う
に保 温 を開始 す る時期 は12,月 第5半 旬 頃 で あ る と示 され た(第5表)。
`盛 岡16号'を 生理 的 休 眠 最深 期 の前 後 に あ た る12月5目 ～1月13日
に保 温 す る と,そ の 時期 に積 極 的 に 低 温遭 遇 させ る短 期 株 冷 蔵 した場 合 よ
りも,早 期 お よび全 期 間 の果 実 収 量 が多 くな った(第3図)。 そ の理 由 と
して,休 眠最 深 期 前 後 に保 温 す る と,休 眠 覚 醒 力樋 度 に行 われ る と ともに,
短 日条 件 下 で花 芽 形 成 温 度 帯 域 で あ る5～24℃ に 管理 され て 花 芽 の形 成
数 が 増加 し,そ の結 果 と して着果 数 も増 えた こ とが考 え られ た(第6表)。
保 温 開始 時期 が 早す ぎ て低 温 遭 遇積 算 時 間 を400時 間 以 下 にす る と収 穫 開
始 日が早 くな る もの の,草 幅 ・草丈 が小 さ くな る と ともに,花 芽 形 成 数 も
減 少 して 果 実 収 量 が 低 下 した(第7表)。 した が っ て,宮 城 県 の平 地 か ら
中 山間 地 で半促 成 栽 培 を行 う場 合,`盛 岡16号'の 低 温遭 遇 積算 時 間 と し
て は,定 植 時 か らの積 算 で600～650時 間 が適 当 と考 え られ た。
`盛 岡16号'を 用 い た長 期 株 冷 蔵 栽 培 に お い て も
,採 苗(休 眠)前 の
保 温 育 苗 に よっ て苗 質 が 向上 す る と と もに,開 花数 が増 加 し,秋 に出庫 ・
定植 した 直 後 の果 実 収 量(秋 季 収 穫)が 増 加 した。 保 温育 苗 の効 果 は,21
g以 上 の 中苗,26g以 上 の大 苗 で特 に認 め られ た(第8表)。 秋 季 収 穫後,
露 地 で越 冬 し,翌 年 の春 に収 穫 した場 合(春 季 収 穫)も,保 温 育 苗 した 区
で果 実収 量 が増加 した。
第3章.寒 冷 地 に適 した新 品 種`み や ぎVS1号'の 育 成.
休 眠 打破 に必 要 な低 温遭 遇 積 算 時 間 の長 い`盛 岡16号',`P句aro',果 実
の食 味 品質 の優 れ る`女 峰',`と よの か'を 初 め,11品 種 ・系 統 を供試 し,
交 配 して,7,567個 体 の 実 生 苗 を得 た 。 そ の 中か ら,低 温 要 求 量 の 多 い 寒
冷 地 の栽 培 に適 した個 体 を選 抜 して,新 品種`み や ぎVS1号'と 命 名 し
た。`み や ぎVS1号'の 種 子 親 は,草 勢 が 強 く,花 房 が立 性 に な る と と
もに,果 実 は揃 い が 良 く,硬 くて 光 沢 が あ り,日 持 ち が 良い反 面,酸 味 が
強 くて,食 味 が 劣 る`P勾aro'で あ る。 花 粉 親 は,休 眠 が深 く,大 果 で,食
味,光 沢,硬 さ,日 持 ちが 良 い な ど,果 実形 質 が優 れ てい るが,黒 斑 病,
うどん こ病 な どに弱 い`盛 岡16号'で あ る(第9表)。
花 粉 親 で あ る ・盛 岡16号 ・を対 照 品種 とす る と,新 品 種`み や ぎVS1
号'の 草 勢 は 中程 度 で,分 けつ は少 なか っ た。 葉 色 は濃緑 色 で,小 葉 の 大
き さは 中,葉 柄 の長 さは短 ～ 中 で あ っ た。 ラ ンナ ー は発 生 が早 く,発 生数
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も多 か っ た。1花 房 当た りの 花数 は少 な く,果 実 の 大 き さは 大,果 形 は球
円錐,果 皮 色 は鮮 紅,果 実 の光 沢 は 良,そ う果 の 落 ち込 み は 小 で あっ た。
果 実 の硬 さは硬,果 肉色 は黄 白,果 芯 の色 は淡 赤,果 実 の 空 洞 は小 で あ っ
た。 可溶 性 固形 物 含 量 お よび 酸 度 は 中～ 高,果 実 の香 りは 中で あ っ た。 花
芽形 成 開始 期 は9月30日 頃,開 花 開 始 期 は晩,成 熟 日数 は 短 ～ 中,季 性
は一季 成 り性,休 眠 性 は長 で あ った 。 病 害抵 抗 性 は う どん こ病 と灰 色 かび
病 に対 して は 中,萎 黄 病 に対 して は低,炭 そ病 と黒斑 病 に対 して は 高 で あ
った(第10表)。 特 に,炭 そ病 に対 して は,既 存 の栽 培 品種 と比 べ て著 し
く抵 抗 性 が 高 か っ た(第4図)。
第4章 。新 品種`み や ぎVS1号'の 作 型適 応 性.
新 品種`み や ぎVS1号'(ま た はVS1と 示 す)の 宮 城 県 の 平 地 ま
た は 高冷 地 にお け る作型 適 応性 を検討 した。
平 地 に おい て露 地 栽 培 す る場 合,不 織布 で 晩秋 ～春 に被 覆 して保 温 育 苗
す る と露 地 ～ 雨 除 け栽培 用 の対 照 品種`盛 岡16号'よ り花 芽 形 成 数:が増 加
し,適 度 に休 眠覚 醒 して果 実収 量 が 高 くな った(第11表)。
平 地 で 雨 除 け栽 培 す る場 合 も,冬 季 間 の不 織布 で の被 覆 が 必 要 で あ る と
考 え られ た。 不織 布 で冬季 間被 覆 しない場 合 で も2年 株 を利 用 して 主枝 数
を多 くす れ ば対 照 品種 ・盛 岡16号 ・よ り果 実収 量 が多 くな っ た(第12表)。
平 地 で 早熟 栽 培 を行 う場 合 で も,冬 季 間 に不 織布 で保 温す る と対 照 品種
`盛 岡16号'よ り収 穫 開始 時 期 が 早 く
,早 期(5月)の 果 実 収 量 が 多 くな
っ た(第13表)。
平 地 で 半促成 栽培 を行 う場 合 に,冬 季 間 に不 織布 で被 覆 しない で,5℃
以 下 の低 温 に500～700時 間 遭遇 させ た 段 階 で 保 温 を 開 始 す る と,花 芽
形 成 数 が 不 足 し,半 促 成 栽 培 用 の 対 照 品種 の`女 峰'よ り果 実 収 量 が少 な
くな った(第14表)。 した が って,半 促 成 栽培 の場 合 で も冬季 間 に不 織布
で被 覆 して低 温 遭 遇積 算 時 間 を短 くす る と と もに,花 芽 形 成 数 を多 くす る
こ とが必 要 で あ る と考 え られ た。
高 冷 地 で 露 地栽 培 を行 う場合,冬 季 間 に不 織布 で被 覆 しな くて も,2年
株 を使 うこ とに よって 対照 品種 の`盛 岡16号'よ り高 い果 実 収 量 が得 られ
た(第15表)。
以 上 の結 果,新 品種`み や ぎVS1号'は 果 実 品 質 が優 れ て い る こ と,
収 穫 後 の 日持 ちが 良い こ と,冬 季 間 に不 織 布 で 被 覆 して過 剰 な低 温遭 遇 量
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を減少 させ る と,過 剰 な休眠覚醒を抑 え るとともに花芽形成数 が多 くなっ
て果実収量が増大す るこ と,冬 季保温 しない場合で も2年 株 を利用す ると
果実収量が多 くな ること,露 地栽培 で多発す る炭そ病 に強い ことか ら,中
山間地,高 冷 地での露地マ ッ ト栽培やハ ウス早熟栽培 での多年無仮植栽培
が適す るもの と考 え られ た。
考 察
本 研 究 に お い て,休 眠 が深 く,果 実形 質 が良 い新 品 種`み や ぎVS1号'
を育 成 して,宮 城 県 に適 した作 型 を検討 した結 果,平 地 で は休 眠最 深期 前
後 の保 温 開始 に よ る露地 ～早 熟 栽培 が成 立 し得 るもの と考 え られ た。また,
秋 季 の低 温 が 早 く訪 れ,冬 季 の低 温 量 が 多 く,夏 季 が 冷涼 な 中 山 間地 と高
冷 地 にお い て も,採 苗(休 眠)前 の保 温 育苗 に よ る長 期株 冷 蔵 栽培 の ほか,
比 較 的 低 コス トな 無加 温 ビニ ル ハ ウス栽 培 や 高 冷 地 露 地栽 培 で,良 質 なイ
チ ゴの 出 荷 が少 な い4月 か ら11月 頃 ま で の端境 期 出荷 を 目的 と した作 型
(第5図)も 成 立 し得 る もの と考 え られ た。 この よ うに,今 回育 成 した新
品種`み や ぎVS1号'は 中 山間地 ない し高冷 地 の 露地 用 品種 と して特 に
有 望 な品種 で あ る とい え る。 この 品種 を活 用 す れ ばイ チ ゴの作 付 けが ほ と
ん ど行 われ て い な か っ た 中 山間 地 で超 省 力 の マ ッ ト栽 培 を行 い,"特 産 朝
もぎ苺"と して産 地 化 で きる もの と期待 した い。
とこ ろで,宮 城 県 でヤ マ セ の影 響 は 内 陸部 よ りも太 平洋 沿 岸 部 に強 く現
れ る。 イ チ ゴ栽 培 の適 平 均気 温 の範 囲 を15～19℃ と設 定 し,ア メ ダスで
夏 の 観 測 デ ー タ をみ る と,夏 出 しイ チ ゴ栽 培 に適 す る地帯 と して は高冷 地
の栗 駒 町 耕 英 地 区 と,川 渡,新 川 な どの 中 山 間地 の ほか に,江 ノ島,志 津
川,気 仙 沼 な どの南 三 陸太 平洋 沿岸 部 も含 まれ てい る(第6図)。7～9
月 の 半旬 別 平 均 気 温 の推 移 をみ て も,奥 羽 山脈 沿 い と三 陸 沿岸 部 の温度 が
内陸 部 や 県 南 沿 岸 部 よ り低 い傾 向 にあ る。 これ らの地域 は夏 季 の最 高気 温
と してみ る と,東 北 地 方 の 中 で も冷 涼 な 地域 に相 当す るの で,夏 季 の イ チ
ゴ生産 に とっ て は比 較 的好 条 件 に あ る と言 え る。 した が って,休 眠 が 長 い
新 品種`み や ぎVS1号'を 使 って,宮 城 県 の 中 山間 地 で夏 出 しイチ ゴ栽
培 を実用 化 しよ うと した本 研 究成 果 を発 展 させ れ ば,宮 城 県 沿岸 北部 地 域
で も新 た な 可能 性 を見 い 出す こ とがで き る もの と期 待 され る。
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第1図.ウ イル ス再感 染株率 に及 ぼす隔 離 栽培 の影響.
隔 離 区:寒 冷紗(白#300)で 被 覆.
オー プン区:〃 無被覆.










鮮 度保持開始後45時 間 の状態























































































































注)高 温 果 実=25。C程 度.予 冷:8～10。C.本 冷=0±1.5。C.室 温:18～25。C.
減耗率(%)臨 収穫時 重量








に ぼ 冷 噂の
鮮度保持開 始霞45時 間 の状 態

















































































































注)低 温 果実:15。C程 度.予 冷,本 冷は第2表 と同様 に行 った.
減耗 率は第2表 と同様 に調査 した.





























































































































































































































































































































本 冷 は第2表 と 同様 に 行 った.
鮮 度 保 持 剤=安 定 化 二 酸 化 塩 素 剤(商 品 名=フ レッシュキーヒ.ンゲ)
減 耗 率 は第2表 と同様 に 調 査 した。












果 実 収 量(kg/a)
400
第2図.`盛 岡16号'の 果実収量に及 ぼす生理的休眠最深期の
低温遭遇積算 時間の影響.



















































































































































































































































































注)平 年値=1976年 か ら1994年 ま で19年 間 の 平 均 値.







果 実 収 量(kg/a)
`盛 岡16号'の 果 実 収 量 に 及 ぼ す 生 理 的休 眠 最 深期 前 後 の
保 温 処 理 の 影 響.
保 温 区:12月5日 ～1月13日 まで5～24。Cに 保温.
短期株冷蔵 区=11月12日 か ら30日 間0±2。Cで 苗 を冷蔵.





に ぼ 馬1の 旧 ・ の'
開 花 期
(1月28日)
収 穫 打 切 時
(7月 絶 日)
処 理 区 草幅 草丈 草幅 草丈 収穫果数 未収穫果数 着果数合計
(cm)(cm)(C旧)(cm)(個)(個)(個)
保 温 区15.22.535,720.5 51.610.5
短 期 株 冷 蔵 区16.34.939.524.041.8 4.8
62.1
46.6
保 温 区:1980年10月29日 に ビニ ル パ イ プハ ウ ス 内 に 定植 し,12月5日 か ら1981年
1月13日 まで5～24。Cに な る よ うに保 温 マ ッ トで トンネ ル被 覆 して保 温
した.1981年1月14日 か ら2月8日 ま で は5。C以 下 の 低 温 遭 遇 積 算 時 間
で あ る700時 間 を 目標 にハ ウ ス を 開放 した後,2月9日 か ら再 びハ ウ ス
を密 閉 して保 温 した.
短 期株 冷 蔵 区:1980年11月12日 に仮 植 床 か ら苗 を掘 りあ げ,30日 間0±2。Cで 冷蔵 した.
12月13日 に冷 蔵 庫 か ら取 り出 してパ イ プハ ウ ス に 定植 した,
1区20株 ず つ供 試 し,2反 復 行 った.
第7表.
`盛岡16号'の 生育 と収量 に及ぼす休 眠最 深期前後の保温処理後の




収 穫 収 穫3月4日 収穫打切日 合 計 収 量








注)休 眠 最 深 期 前 後 の 保 温 処 理:1981年11月2日 に ビニル パ イ プハ ウ ス 内 に定 植 し,
11月14日 か ら12月25日 ま で5～24。Cに な る よ うに
保 温 マ ッ トで トンネ ル被 覆 して保 温 した.




採 収 開始 日 融 季 季 口





1981保 温 育 苗11.25.269.812.76.9194.537.25・249・9264・35・3
露 地 育 苗1t15.259.710.77.0169.328.85.939.5229.05・8
保 温 育 苗 ・大11.74.2587.214.8
1982〃 ・中11.54.2587.212.1
〃 ・'』、11 .55.473.911.9





注)大:苗 重 が269以 上,中:苗 重 が219以 上,小=苗 重 が159以 上(仮 植 時).



































実 生 個 体 数7,567個 体.
一 次 選 抜 個 体 数139個 体
.
二 次 選 抜 個 体 数6個 体.
種 苗 登 録 個 体 数1個 体.
`ダ ナ ー'
,`宝 交 早 生',`ベ ル ル ー ジ ュ',
`久 留 米52号'と 後 代 の 選 抜 系
,`剛 一2(Pajaro×
(Pajaro× 盛 岡16号)× ベ ル ル ー ジ ュ}'.
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第4図.イ チ ゴ炭 そ病罹病 性 の品種 間差.
第11表.新 品種`み や ぎVS1号'と 対 照 品種 の 果 実 収 量 に及 ぼす
















































注)果 数 と果重 は1株 当た りで示 した.
商品 果は5g以 上の正常果 と した.
1区20株 ず つ供試 し,2反 復行 った.
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注)果 数 と果重は1株 当た りで示 した.
商 品果 は4g以 上 の正常果 と8g以 上 の鶏冠 果 と した.
冬季間 に不織布 の被覆 は行わ なか った.
1区20株 ずつ供試 し,2反 復行 った.
第13表,新 品種`み や ぎVS1号'と 対 照 品 種 の 果 実 収 量 に及 ぼす
・ で た'培 の ・
収 穫5月































注)果 数 と果重は1株 当た りで示 した.
商 品果は5g以 下の小果 と奇 形果 を除 いた果実 と した.
1区20株 ずつ供試 し,2反 復行 った.
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第14表.新 品種`み や ぎVS1号'と 対照品種の果実収量 に及 ぼす半促 成栽培の影響.
5℃以下の2月






























果 果1果 商 品












注)商 晶果 は5g以 上の正常果 と した。
果数 と果 重は1株 当た りで示 した.
冬季 間に不織布の被覆 は行 わなか った.
1区20株 ずつ供試 し,3反 復 行 った.




品 種 名 開始 日
(月 日)
1992年





















































注)商 品果 は5g以 上 の正常 果 と した.
果数 と果重 は1株 当た りで示 した.
冬季間 に不織布 の被 覆は行わなか った.
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第6図.ア メ ダス 気候 図 か らみ た 夏 出 しイ チ ゴ栽培 可 能 地 帯.
1圏 ～ 嚢;i:竃=15～19。C
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論 文 審 査 結 果 要 旨
我が国のイチゴの大部分は11月 から翌年の5月 まで出荷 される軽促成栽培～半促成栽培が多い。この
作型に利用されているイチゴは低温 ・短 日で花芽形成する一季成 り性品種であ り,花 芽形成と休眠打破
に必要な低温遭遇時間が少ない品種である。このような品種を寒冷地で栽培すると長期間の低温遭遇に
よって栄養成長が過剰になるので,寒 冷地のイチゴ栽培では低温要求量の多い品種の育成が望まれてい





2年 毎の親株更新が必要である。鮮度保持技術では,高 温果実を冷蔵によって45時 間鮮度保持する場
合,30%着 色果を収穫 して,予 冷(8～10℃)4時 間+本 冷(0±1.5℃)36時 間+室 温5時 間が実用
的であった(第1章)。
寒冷地型の代表品種の`盛 岡16号'を 生理的休眠最深期の前後にあたる12月5日 ～1月13日 に保温 し
て,定 植時からの低温遭遇積算時間が600～650時 間の時に再び保温すると早期および全期間の果実収量
が多 くなった。`盛 岡16号'を 用いた長期株冷蔵栽培においても,採 苗(休 眠)前 の保温育苗によって
苗質が向上するとともに,開 花数が増加 し,秋 に出庫 ・定植 した直後の秋季果実収量が増加 した(第2
章)。
休眠打破に必要な低温遭遇積算時間の長い`盛 岡16号'と`P両aro',果 実の食味品質の優れる`女
峰',`と よのか'を 初め,11品 種を交配 して,7,567個 体の実生苗 を得た。その中から,低 温要求量の
多い寒冷地の栽培に適 した個体 を選抜 して,新 品種`み や ぎVS1号'と 命名 した(第3章)。
新品種`み や ぎVS1号'は 果実品質が優れていること,収 穫後の日持ちが良いこと,冬 季問に不織
布で被覆 して過剰な低温遭遇量を減少させると,過 剰な休眠覚醒を抑えるとともに花芽形成数が多 くなっ
て果実収量が増大すること,冬 季保温 しない場合で も2年 株 を利用すると果実収量が多 くなること,露
地栽培で多発する炭そ病に強いことから,寒 冷地での露地栽培やハウス早熟栽培での多年無仮植栽培が
適するものと考えられた(第4章)。





よって審査員一同は本論文に対 し,博 士(農 学)の 学位授与に値するものと判断 した。
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